令和８年度教育課程研修会　「協議用ワークシート」③各校の実態に応じ、使いやすいように変更してください。

東部教育事務所

「通常の学級に在籍するちょっと気になる
児童生徒への支援の在り方」

１．講義を視聴しての感想を書いてみましょう。
（１）印象に残ったこと




（２）通常の学級で「明日から活用できそうな視点や手立て」




（３）疑問に思ったこと・さらに学びたいと思ったことなど




２．自分たちの学校について振り返りましょう。
（１）自分たちの学校の強み（既にできている取組・校内のよさ）は？






（２）自分たちの学校の弱み（支援が難しい場面／授業・学級・連携など）は？





３．具体的な場面から検討しましょう。

（１）【困りが生じやすい場面】当てはまるものの□にチェック（レ点）。
　　□授業（説明理解／読む・書く／集中・切替／グループ活動）※具体の児童生徒名は出さずに、「場面」で思い起こしてみましょう。


　□休み時間・行事
　□学級活動
　□テスト・評価
　□その他（　　　　　）

（２）【その場面での「困り」】（行動の事実、環境、課題等）






（３）【現在行っている支援】（既にやっていること・これまでの成果や課題等）






[bookmark: _Hlk228892511]４．明日からできる具体的支援を考えましょう。
（１）一次支援（全員に対する支援の工夫：授業・学級経営の手立て）


授業や学級経営に関するユニバーサルな手立てなど、誰にでも当てはまる支援について考えましょう。
【例】
◇見通しの提示
◇指示の出し方
◇教材・板書
◇座席・環境
◇学習形態 など















（２）二次支援（個別の配慮：つまずきに応じた手立て／合理的配慮）


個別最適な学びとなるように、個に視点を当て、つまずきに応じた支援について考えましょう。

【例】
◇課題量・提示方法の調整
◇補助具
◇声かけ
◇学習の選択肢 など

















（３）三次支援（協働：組織的対応や連携の流れ）
（相談→記録→共有→支援→振り返り）
校内における具体的な連携、校外における連携先など、組織としての取組について考えましょう。

【例】
◇特別支援教育コーディネーター
◇校内委員会
◇通級指導教室
◇養護教諭
◇SC・SSW
◇保護者 など



















５．研修のまとめ
（１）学級・学年・全校で取り組んでいくこと（継続を含む）








（２）（１）の取組についての振り返りについて（○をつけましょう）

　　　　１か月後　　　　２か月後　　　　２学期末　　　　３学期末


（３）今日の研修について、感じたことを書きましょう。






















